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① 設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM
のワークフロー
（最終改訂2024.6）

建築
BIM

(設計・施⼯・
維持管理・
運⽤）

② 設計BIMモデルガイド
（2024.6）

設計
BIM

 施⼯BIMのスタイル（2021.3）
③ 施⼯BIMの活⽤ガイド（最終改

訂：2025.3）
 BIMモデル承認［鉄⾻⼯事］
（最終改訂：2025.3）

施⼯
BIM

④ ⽇建連BIMセミナー（毎年）
⑤ ⽇建連会員企業BIM動向調査

（隔年）
 施⼯BIM事例集（隔年）
 施⼯BIMのインパクト（毎年）

⼈材
教育

はじめに｜⽇建連の建築BIMロードマップ
⽇建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ（2021年6⽉）
⽬標 ▷ 2025年︓業務スタイルの確⽴｜2030年︓業務スタイルの定着

全般・共通分野全般・共通分野

設計分野設計分野

施⼯分野施⼯分野

設計施⼯間設計施⼯間

維持管理・運⽤分野維持管理・運⽤分野

⼈材育成・教育分野⼈材育成・教育分野

主な成果物（公開⽇）定着に向けたロードマップ ⽂字は今回のご紹介内容

▲ ⽇建連のロードマップ

2025 2030

事例集
2024
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① 設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIMワークフロー
2022年6⽉に初版を公開して以降、活動の成果を反映して毎年更新を続けています。2024年6⽉には第3版と
して改訂をいたしました。あらためて記載をしている内容（概要）を共有します（2024年6⽉）

提⾔の項⽬ フロントローディングの考え⽅ 竣⼯BIMと維持管理・運⽤BIM⽂字は今年度の改訂

提⾔01｜業務区分（ステージ）の考え⽅、から抜粋

フロントローディングを正しく理解する
お互いが施⼯上合理的なことと設計上合理的なこ

とは異なる認識を理解し、相⼿の⽴場を尊重したコ

ミュニケーションを図らないとフロントローディングが機能

しないことが近年の事例などで明らかになってきました。

ある⽴場にだけ負担が増えるような仕組みではないこ

とを再認識することが重要と思われます。

これからの設計者と施⼯者の関係はお互いの意思

疎通をより密接にはかることで、お互いが同じイメージ

で建物づくりに向かっていくことが必要になります。

フロントローディングを進める中で設計者と施⼯者の

コラボレーションを深化させ、お互いがWIN-WINの関

係を築ける関係性に進化させていくことが必要です。

提⾔09｜竣⼯BIMと維持管理・運⽤BIM

竣⼯BIMは設計BIMから作成
完成図（竣⼯図）は設計BIMデータから作成でき

ると効率的になると思われます。設計者がBIMで確

認申請や設計変更（計画変更）まで対応するよう

になると、竣⼯BIMまで設計者が対応する⽅が効率

的になることが考えられます。そのため、将来は竣

⼯BIMデータを作成する役割分担が変わる可能性

があります。

提⾔｜９項⽬

設計施⼯⼀貫⽅式
提⾔01｜業務区分（ステージ）の考え⽅
提⾔02｜作業期間の明確化
提⾔03｜EIR（BIM発注者情報要件）の作成
提⾔04｜BEP(BIM実⾏計画書)の作成
提⾔05｜設計BIMの考え⽅
提⾔06｜設計部⾨と施⼯部⾨の連携
提⾔07｜施⼯BIMの進め⽅
提⾔08｜BIMを活⽤した⼯事監理の進め⽅
提⾔09｜竣⼯BIMと維持管理・運⽤BIM

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式のBIMワークフロー ⽤語の定義 ▶
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② 設計BIMモデルガイド
設計BIM専⾨部会では『設計BIMモデルガイド』を作成しました。設計施⼯⼀貫⽅式を前提として設計者が設
計段階においてBIMモデルを作成するポイントや注意点が中⼼です（2024年6⽉）

各社で本ガイドを活⽤することで設計段階のBIMの活⽤と推進、施⼯部⾨とのスムースな連携を⽬指して
います。

BIMモデルに⼊⼒していない項⽬を施⼯者と共有することもポイントです

▲ 設計BIMモデルガイド
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③ 施⼯BIMの活⽤ガイド
施⼯段階でBIMを活⽤する取り組み⽬的を料理のレシピに⾒⽴て、準備するデータ（材料）や効果、難易度な
どを紹介しています。今年度は12項⽬を追加して増補版として公開（2025年3⽉予定）します。

第2版（2022.10）｜12項⽬

1. 揚重計画
2. 測量
3. 点群・重ね合わせ
4. 杭芯管理
5. ICT建機連携
6. 建築・設備重ね合わせ

13. 鉄筋納まり検討
14. 鉄⾻2次部材調整
15. 躯体図チェック
16. スリーブチェック
17. 出来形検査
18. 鉄⾻精度管理

7. ⼲渉チェック
8. 遠隔検査
9. 設備検査
10. 設備プレカット
11. BIMパンフレット
12. 設備・仕上xR

増補（2025.3）｜24項⽬

19. 区画・壁種別確認
20. 仕上検査
21. 定常業務
22. 安全計画検討
23. 維持管理
24. 揚重検討（増補）
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④ ⽇建連BIMセミナー2024
⽇建連におけるBIMの活動成果や会員企業の先進的な取り組みを紹介するセミナーとして位置付けています。
今回は初の試みとして、設計施⼯⼀貫⽅式を題材にして、設計者と施⼯者がBIMの現在地を語りました。

設計者と施⼯者が⼀同に集まり、「原点回帰」をテーマに討議をしました

テーマ ：設計施⼯における BIM の⼀
貫活⽤に向けて/現状の課題
と展望

開催⽇ ：2024年6⽉21⽇（⾦）
開催⽅法：オンラインセミナー
参加者数：1,202名
主題 ：
【討議①】BIMの現在地から将来の⽅向性を提⾔
する
【討議②】設計者と施⼯者の⽴場から設計BIMと
施⼯BIMの連携を再考する
【討議③】設計者と施⼯者が設計段階で協働する
フロントローディングを再考する

ACe 建設業界【2024年10⽉号】
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▲ 建築⽣産委員会に参加している企業のBIMの取り組み割合※
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⑤ ⽇建連BIM活⽤の実態調査(1/2)
⽇建連の会員企業（建築系）を対象として、取り組みの定点観測を続けています。近年は、取り組んでいると
回答する企業に⼤きな変化はありません。⼀⽅、取り組んでいる案件はまだまだ特定の案件が対象です。

⽇建連会員企業（建築系）におけるBIMの取り組み推移

萌芽期 BIMの推進 業務スタイルの定着

⽇本で初めて
＜施⼯BIM＞
を提唱（2014）

現在

＜施⼯BIM＞の⼊⾨
ガイド公開（2016）

＜⽇建連BIMワーク
フロー＞
設計BIM＋
施⼯BIM
（2022）

BIM部会設置
（2010.4）

建築BIM合同会議設置
（2021.8）

設置時はIT推進部会
傘下のBIM専⾨部会
（2021年4⽉に昇格）

次のステージを⾒据える必要がある
▷ BIMを中⼼とした業務スタイルの定着
▷ BIMデータを作成することから正確な

BIMデータを次⼯程に渡すことがポイン
トになる

BIMの推進は⼀定の成果
▷ 部分最適の適⽤（可視化）
▷ BIMデータは作成できる

業務スタイルの確⽴

建築BIM推進会議
＠国交省（2019.6）

BIM専⾨部会をBIM部会（2021.4）
設計BIM専⾨部会設置（2021.4）

※ 取組みの割合︓BIM部会の調査年︓2016年、2018年、2021年、2023年｜その他の年︓前後の割合を踏まえた推測値
調査の際に未回答の企業は取組みをしていないとして集計した

2021 2023

＜設計BIMモ
デルガイド＞
（2024）



7©2024 一般社団法人 日本建設業連合会

⑤ ⽇建連BIM活⽤の実態調査(2/2)
⽇建連の会員企業（建築系）を対象として、取り組みの定点観測を続けています。近年は、取り組んでいると
回答する企業に⼤きな変化はありません。⼀⽅、取り組んでいる案件はまだまだ特定の案件が対象です。

(社）(社）

▲ 設計BIMに取り組んだ案件の割合 ▲ 施⼯BIMに取り組んだ案件の割合

図版出典︓「BIM活⽤の実情把握に関するアンケー2023」、2024.6、⽇建連、の回答から集計

• 取り組みが２極化している
• 全体平均では約35％の案件で取り組み

• 取り組みが2極化している
• 全体平均では約30％の案件で取り組み

n=45社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が8社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が10社

設計BIMへの取り組み 施⼯BIMへの取り組み n=45社



8©2024 一般社団法人 日本建設業連合会

おわりに｜今後の展開
建築BIM合同会議などにおいては、設計と施⼯の部⾨を横断した議論を続けていきます。今後も提⾔や事例紹
介などを通じて、BIMを活⽤した業務の定着が進むような情報の発信や情報共有の場を設けていきます。

建築BIM（設計・施⼯・維持管理・運⽤）

• 設計者と施⼯者の対話を通じて、建築⽣産全体でBIMの活⽤が定着できる提⾔を続けます
• フロントローディングのあり⽅を設計者・施⼯者・BIM推進が連携して正しく伝えていきます

設計BIM（意匠・構造・設備）

• 設計者がモデリングするBIMを施⼯者と連携するポイントなどの整理・分析を継続して進めます

施⼯BIM

• 原点回帰として「すり合わせ業務」への適⽤を推奨していきます
• 鉄⾻⼯事を題材にして設計者や元請、専⾨⼯事会社間におけるデータ連携の在り⽅を⽰します
• 『施⼯BIMのスタイル 事例集2024』の公開・事例発表会の場を通じて、取り組みの周知を図ります



9©2024 一般社団法人 日本建設業連合会

各種資料の⼊⼿先｜⽇建連 - BIM部会HP
▲ BIM部会
（⽇建連HP）

▲ ロードマップ

▲ BIMモデル承認（鉄⾻FAB）

▲ BIM実態調査2023

▲ 設計BIMモデルガイド

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式における
BIMワークフロー

▲ 施⼯BIMの活⽤ガイド

▲ EIR/BEP






